社会科６年　年間指導・評価計画(105時間)　Ｈ２３～
１　学年の目標
（１）国家・社会の発展に大きな働きをした先人の業績や優れた文化遺産について興味・関心と理解を深めるようにするとともに、我が国の歴史や伝統を大切に
し、国を愛する心情を育てるようにする。
（２）日常生活における政治の働きと我が国の政治の考え方及び我が国と関係の深い国の生活や国際社会における我が国の役割を理解できるようにし、平和を願
う日本人として世界の国々の人々と共に生きていくことが大切であることを自覚できるようにする。
（３）社会的事象を具体的に調査するとともに、地図や地球儀、年表などの各種の基礎的資料を効果的に活用し、社会的事象の意味をより広い視野から考える力、

調べたことや考えたことを表現する力を育てるようにする。
	月
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	上巻
１　日本の歩み　75

	４
	歴史を調べる手がかり　　　③
	　我が国の歴史上のおもな事象に関わる身近な地域の歴史的な事象について，身近な文化遺産や郷土

博物館，資料館などを活用して調べ，歴史を学ぶ意味を考えるようにするとともに，自分たちの生活

の歴史的背景，我が国の歴史や先人の働きについて，関心を深めるようにする。
	・身近な場所に日本人による国づくりについて考える手がかりになるところはないだろうか，という学習問題をつかむ。　　　　　　　　　　　　　　①

・身近な文化遺産を調べる。

【例】足立区に見られる宿場町だったことのなごり

・身近な郷土博物館や郷土資料館を調べる。

【例】姫路市平和資料館の復元された戦時中の様子　　　　　　　　　　　①

・調べたことをもとに，日本人による国づくりの歩みについて考え，まとめのことばを表現し，歴史を学ぶ意味について考えることができる。　　　　　　①
	
	
	
	
	・我が国の歴史上のおもな事象に関わる身近な地域の歴史的な事象について，身近な文化遺産や郷土博物館，資料館などを活用して意欲的に調べようとしていた。（関心・意欲・態度）

・我が国の歴史上のおもな事象に関わる身近な地域の歴史的な事象について，学習問題をつかみ，歴史を学ぶ意味について考えていた。（思考・判断・表現）

・身近な文化遺産や郷土博物館，資料館などを活用して，我が国の歴史上のおもな事象に関わる身近な地域の歴史的な事象について，具体的に調べていた。（観察・資料活用）

・身近な文化遺産や郷土博物館，資料館などを活用すると，我が国の歴史上のおもな事象に関わる身近な地域の歴史的な事象について調べることができることを理解していた。（知識・理解）
	

	５
	１　大昔のくらしは、どんなようすなの　　⑧
	国の形成に関する考え方などに関心をもち，狩猟・採集や農耕の生活，古墳などについて，遺跡や文化財，年表その他の資料を活用して調べ，大和朝廷による国土統一までの様子が分かり，我が国の歴史や先人の働きについて理解と関心を深めるようにする。
	・「狩りをしてくらす人びと」と「吉野ヶ里のむらのようす」の図から，くらしの様子と変化に気づかせ，学習問題をつかむ。　　　　　　　　　　　　　　①
・縄文時代のくらしの想像図を見て，人々のくらしの様子について話し合う。

・「吉野ヶ里遺跡」の図を見て，米づくりが伝わったことによる人々のくらしの変化を話し合う。　　　　　　　　②

・「邪馬台国」に関する資料を見て，国としてのまとまりについて話し合う。

・大和朝廷による国土統一の過程について調べる。　　　　　　　　　　　　②

・渡来人が伝えた様々な道具や知識を調べ，日本に与えた影響について話し合う。　　　　　　　　　　　　　　　②

・調べたことをもとに，大昔の人々のくらしと社会の変化についてのまとめのことばを考え，表現して，日本の国の成り立ちについて考えることができる。①
	
	
	
	
	・鳥浜貝塚や三内丸山遺跡，吉野ヶ里遺跡，各地の古墳などの遺跡に関心をもち，図や出土品，その他の資料を活用して，意欲的に調べ，考えようとしていた。（関心・意欲・態度）
・学習計画にそって調べを進め，狩りや漁のくらしや米づくりの始まり，国土の統一などについて，それに関わる人々の働きを説明できていた。（思考・判断・表現）

・図や出土品，その他の資料を活用して，教科書掲載の遺跡の様子や国土の統一などについて調べ，分かったことをノートなどに書きとめていた。（観察・資料活用）

・米づくりの伝播以後，人々の生活や社会の様子が変化したこと，各地にできた「国」が大和朝廷によって統一されたことなどを理解していた。（知識・理解）
	

	
	ひろげようふかめよう｢縄文時代研究のきっかけ｣

ひろげようふかめよう｢登呂遺跡｣
	
	
	
	
	
	

	６
	２　国の政治のしくみはどう整えられたの　⑨
	聖徳太子の願いやその後の我が国の歴史に関心をもち，大化の改新，聖武天皇と大仏造営，また，平安時代の貴族の生活などについて，遺跡や文化財，年表その他の資料を活用して調べ，天皇を中心とした政治が確立されたことや日本風の文化がおこったことが分かり，我が国の歴史や先人の働きについて理解と関心を深めるようにする。
	・「古代の道路」の発掘写真と「藤原道長」の図から，天皇中心の政治が変化したことに気づかせ，学習問題をつかむ。　

①
・法隆寺と聖徳太子のつながり，太子が行った政治について調べる。

・小野妹子と遣隋使の働きについて調べる。　　　　　　　　　　　　　　　②
・大化の改新について調べ，改新後の政治や社会の変化を考える。

・平城京の様子や日本の歴史書について調べる。　　　　　　　　　　　　　②

・大仏づくりの様子を調べ，聖武天皇の願いを考える。

・正倉院の宝物から，外国とのつながりを考える。
・貴族中心の日本風の文化について調べる。　　　　　　　　　　　　　　　③

・調べたことをもとに，大化の改新後の日本の国の政治についてまとめのことばを考え，表現して，天皇を中心とした政治から貴族が実権をもつようになったことについて考えることができる。①
	
	
	
	
	・大化の改新後の我が国のしくみや政治について関心をもち，図やその他の資料を活用して，意欲的に追究していた。（関心・意欲・態度）
・学習計画にそって調べを進め，聖徳太子の政治の様子やその後の天皇を中心とした政治の確立について，説明できていた。（思考・判断・表現）

・遺跡や文化財，資料などを活用して，聖徳太子の働き，大化の改新，大仏づくりなどについて調べ，分かったことをノートに書きとめていた。（観察・資料活用）

・聖徳太子の働き，大化の改新，奈良時代の聖武天皇による大仏建立など，天皇を中心とした政治が確立されたことを理解していた。（知識・理解）
	

	
	３　武士による政治は，どのように進められたの　　⑨
	・源平の戦い，武士による政治の始まりに関心をもち，鎌倉幕府の始まり，武士と農民のくらし，元との戦い，また，室町時代のくらしと文化の広まりについて，遺跡や文化財，年表その他の資料を活用して調べ，武士による政治が始まったことや室町文化が生まれたことが分かり，我が国の歴史や先人の働きについて理解と関心を深めるようにする。
	・「屋敷にせめいる武士」の図と，「室町幕府の将軍のやかた」の図から，貴族にかわって武士が力をもってきたことに気づかせ，学習問題をつかむ。　　　①
・平氏が力をもってきた理由を話し合う。

・源平の戦いについて調べる。

・頼朝が開いた幕府のしくみや御恩と奉公について調べる。　　　　　　　　②

・元との戦いは，どんな様子だったのか調べる。

・足利氏が力をもった理由について考え，室町幕府の政治について調べる。②

農民などのくらしの様子が変わってきたことを調べる。

・室町文化を調べ，どのような特色をもっているか話し合う。　　　　　　　②

・調べたことをもとに，武士の政治についてまとめのことばを考え，表現して，鎌倉・室町時代の様子について考えることができる。　　　　　　　　　　　②
	
	
	
	
	・武士による政治の始まりや室町文化のおこりなどに関心をもち，年表その他の資料を活用して，意欲的に調べ，考えながら追究していた。（関心・意欲・態度）
・学習計画にそって調べを進め，鎌倉幕府と御恩・奉公で結ばれた武士社会への変化などについて，それに関わる人物の働きを考えていた。（思考・判断・表現）
・遺跡や文化財，資料などを活用して，源平の戦いや鎌倉幕府と御家人との関係，室町文化の様子などを調べ，分かったことをノートに書きとめていた。（観察・資料活用）

・鎌倉幕府の将軍と御家人とは，御恩と奉公で結ばれ，武士の社会へと時代が変わっていたこと，また，元との戦いの様子を理解していた。（知識・理解）
	

	７
	４　戦国の世は，どう統一されたの　　　⑦
	長篠の戦いや戦国の世の統一に関心をもち，天下統一を進めた信長，天下統一をなしとげた秀吉，全国支配を固めた家康について，遺跡や文化財，年表その他の資料を活用して調べ，戦国の世が統一されたことが分かり，我が国の歴史や先人の働きについて理解と関心を深めるようにする。
	・「各地で力をたくわえていたおもな大名」の図から，群雄割拠の状況に気づかせ，誰がどのようにして天下統一を果たしたのかということを予想し，学習問題をつかむ。　　　　　　　　　　　　①
・鉄砲伝来について調べ，鉄砲が戦いの変化をもたらした意味を考える。

・信長の天下統一のための働きを，安土城築城や商工業の発展およびキリスト教の保護などと関連づけて調べる。　①

・大阪城築城や検地，刀狩について調べ，天下統一がなしとげられた理由を考える。

・朝鮮出兵について調べ，秀吉が行った政策を話し合い，まとめる。　　　　①

・家康は，どのようにして全国統一をなしとげ，天下太平の世の基礎を築いていったのかを調べる。

・江戸のまちづくりや外国との貿易などを調べる。　　　　　　　　　　　　②

・調べたことをもとに，天下統一への道についてまとめのことばを考え，表現して，戦国時代の様子について考えることができる。　　　　　　　　　　　　②
	
	
	
	
	・信長・秀吉・家康の天下統一に関心をもち，年表その他の資料を活用して，意欲的に調べ，考えながら追究していた。（関心・意欲・態度）
・学習計画にそって調べを進め，戦国の世を統一した信長・秀吉・家康それぞれの働きを説明できていた。（思考・判断・表現）
・遺跡や文化財，資料などを活用して信長・秀吉・家康について調べ，分かったことをノートに分かりやすく整理していた。（観察・資料活用）

・天下統一は，信長が始め，秀吉が実現し，家康が全国支配を固めて完成したことを理解していた。（知識・理解）
	

	
	ひろげようふかめよう｢熊野古道｣

ひろげようふかめよう｢姫路城｣
	
	
	
	
	
	

	９
	５　「徳川の世」は，どんな世の中だったの ⑨　
	・江戸時代の社会や文化に関心をもち，身分制度の確立，貿易統制，町人の文化，新しい学問のおこりについて，遺跡や文化財，年表その他の資料を活用して調べ，身分制度が確立し武士による政治が安定したこと，町人の文化が栄え新しい学問がおこったことが分かり，我が国の歴史や先人の働きについて理解と関心を深めるようにする。
	・江戸時代初期「将軍に挨拶する大名」の図と，中期以後の「歌舞伎を楽しむ庶民」の図から，江戸時代の大きな変化に気づかせ，学習問題をつかむ。　　　①
・大名配置と領地の内訳の資料を見て話し合う。

・江戸時代には，身分の違いがあったことを知る。

・武士や農民，職人や商人の生活を調べる。　　　　　　　　　　　　　　　②

・幕府が禁教令を出した理由を考える。

・貿易統制を調べる。

・農業技術の進歩による産業の発展を知る。　　　　　　　　　　　　　　　②

・江戸時代の文化が今に伝わっていることを知る。

・蘭学や国学は，どのような考え方に発展していったのか調べる。　　　　　②

・調べたことをもとに，徳川氏の政治についてまとめのことばを考え，表現して，江戸時代の様子について考えることができる。　　　　　　　　　　　　②
	
	
	
	
	・江戸時代の社会のしくみや人々の生活に関心をもち，年表などの資料を活用して意欲的に調べながら追究していた。（関心・意欲・態度）
・身分制度の確立や町人文化の繁栄などについて，それに関わる人物の動きを説明できた。（思考・判断・表現）
・遺跡や文化財，資料などを活用して，幕府の大名統制や身分による支配，キリスト教と貿易の取り締まり，町人文化の栄えなどを書きとめていた。（観察・資料活用）

・江戸幕府は，大名統制に力を注ぎ，身分制度を確立したこと，これにより武士による政治が安定したことを理解していた。（知識・理解）
	

	
	ひろげようふかめよう「流路をつけかえた大和川」

ひろげようふかめよう「塩づくり」
	
	
	
	
	
	

	10
	６　新しい国づくりは，どう進められたの⑫
	・黒船の来航とその後の世の中の動きに関心をもち，倒幕運動と明治維新，近代国家を目ざす諸改革，社会のしくみの変化，大国への歩み，科学の進歩などについて，遺跡や文化財，年表その他資料を活用して調べ，明治政府は廃藩置県や四民平等などの諸改革を行うとともに，欧米文化を取り入れて近代化を進めたことが分かり，我が国の歴史や先人の働きについて理解と関心を深めるようにする。
	・各種資料をもとに，開国から新しい国づくりまでの過程を調べ，気づいたことや調べてみたいことを話し合う。　　①
・倒幕に至るまでの過程を，人物の働きを中心に発表する。

・明治維新後の諸改革を調べ，どのような国づくりを目ざしたのか考える。　④

・文明開化の様子について調べて発表する。

・帝国議会開設までの動きを調べる。

・日清・日露戦争がおきた原因と結果を調べる。　　　　　　　　　　　　　③

・条約改正までの道のりや韓国併合，国内の産業の変化と鉱毒事件などの社会の様子について調べる。

・科学の発展や，教育の広まりについて調べる。　　　　　　　　　　　　　②

・調べたことをもとに，世界に認められる国づくりについてまとめのことばを考え，表現して，明治時代の様子について考えることができる。　　　　　　②
	
	
	
	
	・黒船の来航と倒幕運動，その後の国や社会の変化に関心をもち，年表その他の資料を活用して，意欲的に調べ，追究しようとしていた。（関心・意欲・態度）
・学習計画にそって調べを進め，黒船の来航，明治維新と近代国家を目ざした諸改革について，それらに関わる人物を中心に説明していた。（思考・判断・表現）
・遺跡や文化財，資料などを活用して，黒船の来航と討幕運動，明治維新後の諸改革，文明開化，議会の開設，日清・日露戦争などを調べていた。（観察・資料活用）

・黒船の来航と討幕運動，明治維新，富国強兵政策，身分制度の廃止，文明開化，議会の開設，日清・日露戦争などについて理解していた。（知識・理解）
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	７　戦争は，人びとのくらしをどう変えたの⑨
	・第一次世界大戦後の我が国の歩みに関心をもち，中国との戦争，広がる戦争地域，戦時中の国民生活，広島・長崎への原爆投下と終戦について，遺跡や文化財，年表や資料を活用して調べ，戦争によって国民は大きな被害を受けたこと，また，中国をはじめとする諸国に大きな損害を与えたことが分かり，我が国の歴史や先人の働きについて理解と関心を深めるようにする。
	・戦争前後の写真それぞれから，当時の人々のくらしの様子はどうだったのかを考え，発表し合う。　　　　　　　①

・第一次世界大戦後のくらしの様子や民主主義の高まりについて話し合う。

・関東大震災後のわが国の歩みについて調べる。　　　　　　　　　　　　　②

・中国との戦争になったきっかけを調べる。

・太平洋戦争の様子を調べ， どのような戦争だったのか話し合う。　　　　②

・戦時中の人々の生活の様子や原爆による被害について話し合う。

・日本が戦争で他国に与えた大きな損害について話し合う。　　　　　　　　②
・調べたことをもとに，戦争が日本にもたらしたものについてまとめのことばを考え，表現して，戦争の悲惨さを振り返って考えることができる。　　　　②


	
	
	
	
	・中国との戦争や第二次世界大戦，戦争中の国民生活などに関心をもち，年表などの資料を活用して意欲的に調べながら追究していた。（関心・意欲・態度）
・学習計画にそって調べを進め，我が国は中国との戦争だけでなく，第二次世界大戦に加わり，敗れたことについて，説明することができた。（思考・判断・表現）
・遺跡や文化財，資料などを活用して，中国との戦争や戦争中のくらし，原爆による被害などについて調べ， 分かったことをノートに書きとめていた。（観察・資料活用）

・我が国は，中国との戦争だけでなく，第二次世界大戦に加わって敗れたことを理解していた。（知識・理解）
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	８　平和な世界をめざし，どう歩んでいるの⑧
	・終戦直後の改革とその後の国づくりに関心をもち，日本国憲法の制定，独立の回復，オリンピックのころの様子などについて，遺跡や文化財，年表や資料を活用して調べ，戦後我が国は民主的な国家として出発し，国民生活が向上したこと，さらに国際社会の中で重要な役割を果たしてきたことが分かり，我が国の歴史や先人の働きについて理解と関心を深めるようにする。
	・終戦直後の写真と祖父の話から，当時のくらしの様子について話し合う。

・東京オリンピック当時の写真と祖母の話で感じたことを話し合う。　　　　①
・新しい国づくりに向けてどのような改革を行ったかを調べる。

・独立回復の経過や，北方領土問題について調べる。

・国際連合への加盟，核兵器反対運動など，世界平和を目ざす我が国の歩みについて話し合う。　　　　　　　　　　　　　③

・高度成長期のくらしの様子について調べる。

・経済成長がもたらした負の側面について調べる。

・「共生の社会」の意味を調べ，自分たちにできることを話し合う。　　　　②

・調べたことをもとに，平和な国づくりについてまとめのことばを考え，表現して，戦後の日本の歩みについて考えることができる。　　　　　　　　　　　②
	
	
	
	
	・戦後民主主義的な国家として出発した我が国の歩みに関心をもち，年表その他の資料を活用して意欲的に調べながら追究していた。（関心・意欲・態度）
・学習計画にそって調べを進め，我が国は民主的な国家として出発したこと，その後の国や社会の発展について説明できた。（思考・判断・表現）

・遺跡や文化財，資料などを活用して，日本国憲法の制定，独立の回復，オリンピック開催などを調べ，分かったことをノートに書きとめていた。（観察・資料活用）

・戦後，我が国は民主的で平和主義な憲法を制定したこと，その後，独立を回復し，東京オリンピックが開かれたことなどを理解していた。（知識・理解）
	

	
	ひろげようふかめよう「沖縄戦とその後」

ひろげようふかめよう「豊かなくらしを求めて」
	
	
	
	
	
	

	
	年表　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　①

「世界文化遺産」、「近代化遺産」　　　　　　　　　　　　　　　　　　   ①
	
	
	
	
	
	

	
	　下巻

２　わたしたちのくらしと政治　16

	１
	１　政治って，何だろう　  ⑨
	・人々の願いを実現する地方公共団体の働きや国の支援，国の政治の働き，国会・内閣・裁判所の働きと三権分立について，調査したり資料を活用したりして，政治は国民生活の安定と向上を図るために大切な働きをしていることを考えるようにする。
	・足立区こども家庭支援センターは，どのような働きをしているのかを話し合う。

・自分たちの住んでいる市にある同様の組織やしくみについて調べる。　　　①
・市民の願いが実現するまでの流れを，具体的な例をもとに調べる。

・税金のしくみを調べる。
・人々の願いと議会のつながりについて，選挙と関連づけて話し合う。　　　　　③

・法律や予算が決まるまでの流れを事例に，国会の働きと国民生活のつながりについて調べる。

・内閣の仕事を具体的に調べ，内閣の働きと国民生活のつながりについて考え，話し合う。

・裁判所の仕事や三権分立のしくみを具体的に調べ，裁判所の働きや三権分立と国民生活のつながりについて考え，話し合う。　　　　　　　　　　　　　　③

調べたことをもとに，地方公共団体や国の政治の働き，国会・内閣・裁判所の仕事と三権分立について，政治は人々の願いをもとに国民生活の安定と向上を図るために，大切な働きをしていることを考えることができる。　　　　　　　②
	
	
	
	
	・政治の働きに関心をもち，地方や国の政治の働き，三権分立などについて，意欲的に追究していた。（関心・意欲・態度）

・政治はどんな働きをしているのか，学習問題をつかんで調べ，国民生活を高める政治が望まれていることを説明していた。（思考・判断・表現）

・地方や国の政治の働き，国会・内閣・裁判所それぞれの役割について，様々な資料から調べていた。（観察・資料活用）

・地方や国の政治の働き，国会・内閣・裁判所それぞれの役割について，理解していた。（知識・理解）
	

	２
	２　日本国憲法には，どんな特色があるの　⑦
	・日本国憲法の三つの原則に関心をもち，国民主権，平和主義，基本的人権の原則について，資料を活用して調べ，日本国憲法の特色と我が国の民主政治は日本国憲法の基本的な考え方に基づいていることを考えるようにする。
	・学校生活における決まりの意味を話し合う。

・日本国憲法と自分たちの生活のつながりについて考え，学習問題をつかみ，予想を話し合う。　　　　　　　　　　①
・日本国憲法には，国民主権がどのように定められているかを調べる。

・国民が政治に参加できる機会について調べ，考えたことを話し合う。　　　　　①

・憲法に，国民の基本的人権や義務がどのように定められているかを調べる。

・現在の社会の人権問題について調べ，考えたことを話し合う。　　　　　　②

・日本国憲法には，平和主義の考えがどう示されているのかを調べる。

・日本国憲法と実際の政治について調べ，考えたことを話し合う。　　　　①

・調べたことをもとに，日本の民主政治は日本国憲法の基本的な考え方に基づいていることを考えることができる。②
	
	
	
	
	・日本国憲法の特色について関心をもち，資料を活用して意欲的に調べ，考えながら追究していた。（関心・意欲・態度）

・学習計画にそって調べを進め，日本国憲法の三大原則と日常生活との関わりを考え，説明していた。（思考・判断・表現）

・資料を活用して，日本国憲法の三大原則について調べ，分かったことをノートに書きとめていた。（観察・資料活用）

・日本国憲法は，政治の大原則やしくみ，国民の権利・義務などを定めていることを理解していた。（知識・理解）
	

	
	ひろげようふかめよう「人権を守る」

ひろげようふかめよう「福祉を考えよう」
	
	
	
	
	
	

	
	３　世界の人びととわたしたち　14

	３
	１　世界には，どんな人びとのくらしが見られるの　　　　⑦
[アメリカ・中国・ブラジル・エジプト（から選択して）の人びとのくらし]

	・我が国とつながりの深い国々の人々の生活に関心をもち，アメリカ，中国，ブラジル，エジプトの国々を例に，調査したり，地図や地球儀，資料などを活用して調べたりして，それぞれの国には我が国と違った独自の生活や文化が見られること，共に生きていくには，異なる文化や習慣を理解し合うことが大切であることを考えるようにする。
	・日本からの輸出額の多い国や地域，日本人の海外旅行先などの資料から，日本とつながりの深い国々を調べる。

・学習問題をつかみ，自分が調べる国をアメリカ， 中国， ブラジル，エジプトの中から選択する。　　　　　　　　①
・選択した国の位置，国旗，自然の様子，歴史などのあらましを調べる。

・選択した国の産業や日本との貿易の様子などを調べる。　　　　　　　　　②

・自分が調べる国の学校生活の様子を調べる。

・自分が調べる国の家庭生活の様子を調べる。　　　　　　　　　　　　　　②

・調べたことをもとに，日本とつながりの深い国々について，まとめのことばで表現し，外国の人々と共に生きていくには，異なる文化や習慣の理解が大切であることを考えることができる。　　　②
	
	
	
	
	・我が国と経済や文化などの面でつながりが深い国の人々の生活に関心をもち，地図その他の資料を活用して，意欲的に調べ，考えながら追究していた。（関心・意欲・態度）

・学習計画にそって調べを進め，外国の人々の生活や文化に関心を深め，異なる文化や習慣を理解し合うことが大切であることの意味を考え，説明していた。（思考・判断・表現）

・調査したり地図や地球儀，資料などを活用したりして，アメリカや中国・ブラジル，エジプトの人々の生活の様子を調べ，分かったことをノートに書きとめていた。（観察・資料活用）

・我が国とつながりの深いアメリカ，中国，ブラジル，エジプトの人々の生活を調べ，日本とは違った文化や習慣が見られることを理解していた。（知識・理解）
	

	
	２　平和を守るために，どんな努力をしているの  　　　 ⑦
	世界の平和を守る活動に関心をもち，我が国の国際交流の様子，ユニセフと国際連合の働き，我が国の国際協力の様子などについて調査したり，地図や地球儀，資料などを活用したりして調べ，世界平和の大切さと我が国が世界において重要な役割を果たしていることを考えるようにする。
	・難民キャンプや銃を持った少年兵の写真などを手がかりに，戦争や紛争について調べる。

・世界の環境問題について知っていることを話し合い，学習問題をつかむ。　①
・各種の資料などから，国連の働きや現状について話し合う。

・ユニセフやユネスコの活動について調べる。　　　　　　　　　　　　　　②

・政府開発援助・青年海外協力隊について調べる。

・国際協力の活動を行っている民間団体の活動の様子を調べる。

・自分たちにできる国際協力はないかを話し合う。　　　　　　　　　　　　②

・文化やスポーツを通した国際交流の事例を調べ，その意義を話し合う。　　①

・調べたことをもとに，世界の平和や国際交流について，まとめのことばで表現し，世界平和の大切さと，日本が世界において重要な役割を果たしていることを考えることができる。　　　　　　①
	
	
	
	
	・我が国が平和な国際社会の実現のために果たしている役割に関心をもち，意欲的に調べ，考えながら追究していた。（関心・意欲・態度）

・学習計画にそって調べを進め，国際連合の働きやユニセフの活動，わが国の国際交流の役割などを考えていた。（思考・判断・表現）

・各種資料を活用して，国際連合やユニセフの活動，我が国の国際協力や国際交流などについて調べ，分かったことをノートに書きとめていた。（観察・資料活用）

・我が国の国際交流やユニセフの活動，国際連合の働き，民間の国際協力活動などの様子が理解していた。（知識・理解）
	

	
	ひろげようふかめよう「国際交流の先がけ」

ひろげようふかめよう「平和への願い」

＊　社会科の学習をふり返って
	
	
	
	
	
	









































